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IMT 2000高度化の標準化動向IMT-2000高度化の標準化動向

□ ＩＭＴの概要
□ ＩＭＴの標準化体制標準化体制
□ ＩＭＴ〔Ｗ-ＣＤＭＡ〕の標準化動向
□ ＩＭＴ〔ｃｄｍａ２０００〕の標準化動向

ベ ダ オペ タ 状況
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□ ベンダ・オペレータの状況



IMTの概要IMTの概要
IMT ( International Mobile Telecommunications )

IMT 2000 E h d IMT 2000 IMT Ad d

Mobility

IMT- 2000 Enhanced IMT- 2000 IMT- Advanced

High
New
Mobile

ITU-R勧告M.1645
から引用

IMT-2000
Mobile
AccessEnhanced

IMT-2000

Enhancement

BWA 
R-LANLow

New Nomadic /Local
Area Wireless Access
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IMTの標準化体制IMTの標準化体制

Organizational
ITUの勧告 3GPP/3GPP2

g
PartnersProject Co-ordination Group/ 

Steering CommitteeITU 3GPP : ARIB/TTC, ATIS, CCSA, 
ETSI, TTA

Individual

ETSI, TTA
3GPP2: ARIB/TTC, CCSA, TIA, 

TTA

各国のプロセス

Technical Specification 
Groups

ITUへの貢献活動：

Members
技術提案(TSGs)

(各ﾊﾟｰﾄﾅｰの構成員)

各パートナーの標準化プロセス

Technical
Specifications

既存のプロセスで実施

各国/ 地域標準

4

各パ トナ の標準化プロセス各国/ 地域標準



IMT（W-CDMA）の標準化動向（3GPP）IMT（W-CDMA）の標準化動向（3GPP）

IMT-2000 Enhanced IMT-2000

HSDPAW-CDMA LTE無線ｱｸｾｽ

上り

下り

伝
送
速

384kbps

2Mb

384kbps

14Mb

50Mbps以上（※）

100Mb 以上下り
速
度

2Mbps 14Mbps 100Mbps以上（※）

仕様化時期 99/2 02/6 08/12予定仕様化時期 99/2 02/6 08/12予定

HSDPA ： High Speed Downlink Packet Access
HSPA ： High Speed Packet Access
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HSPA ： High Speed Packet Access
LTE : Long Term Evolution
（※）20MHz幅を利用した場合の要求伝送速度（仕様値は2008/12に決定される）



IMT（cdma2000）の標準化動向（3GPP2）IMT（cdma2000）の標準化動向（3GPP2）

Enhanced IMT-2000

1 EV DO UMB無線ｱｸｾｽ cdma2000

IMT-2000

伝

1xEV-DO UMB無線ｱｸｾｽ
1x

上り

下り

伝
送
速
度

64kbps

153kbps

1.8Mbps

3 1Mbps

75Mbps（※）

288Mbps（※）下り度 153kbps 3.1Mbps 288Mbps（※）

仕様化時期 99/2 04/4仕様化時期 99/2 04/4 08/6予定

UMB ： Ultra Mobile Broadband

6
（※） 20MHz幅及び4×4MIMOを利用した場合の最大伝送速度



LTE/UMBに関するベンダ オペレ タの状況LTE/UMBに関するベンダ・オペレータの状況
W-CDMA、cdma2000両サイドの主要オペレータが参加している
NGMN (N t G ti M bil N t k )では 2010年に商用開NGMN (Next Generation Mobile Networks)では、2010年に商用開
始可能であるべきと主張。
国内の１オペレータは、内外メーカとともに2007年7月よりLTEの実証
実験を開始 2009年商用システム開発完了予定 2008年3月屋外実験を開始。 2009年商用システム開発完了予定。 2008年3月屋外
実験において下りピーク250Mbps（20MHz帯域）のパケット伝送に成
功。
LTEの商用化加速を目的に 主要ベンダ・オペレータが LTE/SAELTEの商用化加速を目的に、主要ベンダ・オペレータが、LTE/SAE 
(System Architecture Evolution) Trial Initiativeを結成。フィールドで
の実験を含め、基本的な性能を確認。各ベンダ レベルでもデモ レベ
ルを実現。ルを実現。
米主要オペレータと欧主要オペレータが、2008年よりLTEのトライア
ルを開始。
米ベンダがTDDにて UMBのフィールド試験を実施。米ベンダがTDDにて、UMBのフィ ルド試験を実施。
米ベンダが、2008年第1四半期よりUMBのチップのサンプル出荷が
可能な状況。
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IMT Ad dの標準化動向IMT-Advancedの標準化動向
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ITU-Rにおける標準化動向ITU-Rにおける標準化動向

2008年1～2月のWP5D会合で、無線伝送技術提案募集のサーキュラを

作成し3月に発出。標準化プロセス、スケジュール等を記載。

要求条件 提案の評価方法に関しては 本年7月の会合で決定予定要求条件、提案の評価方法に関しては、本年7月の会合で決定予定。

標準化プロセスは、提案募集、要求条件に照らした評価、コンセンサ

ス形成等、IMT-2000の時とほぼ同様。ス形成等、IMT 2000の時とほぼ同様。

ITU-R における標準化スケジュール

提案募集開始 ： 2009年2月
提案締切り ： 2009年10月
評価レポート締切り ： 2010年6月評価 ポ 締切り 年 月

無線インタフェース仕様勧告のWP５Dにおける完成：2011年2月
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我が国の携帯電話等の産業の現状
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１ 世界市場における我が国の携帯電話産業

世界で出荷される携帯端末は11 2億台であり 上位数社による寡占化が進行世界で出荷される携帯端末は11.2億台であり、上位数社による寡占化が進行

全世界での加入者は増加しているが、日本の加入者数は飽和状況であるた
め世界市場でのシェアは低下

1-1 携帯電話端末出荷台数シェア 1-2 全世界における携帯電話の
加入者数及びその割合の推移

Others

13.7%4.6%

11.7%

NokiaLG

Others

【参考】 JAPAN
（国内向け端末）

38.8%7.2%

6.4%

4.7% 34.7%

NokiaLG
Electronics

内側；2006年
（10.0億台）

9.2% 7.5%Sony
Ericsson

外側；2007年
（11.2億台）

14.3%

14.1%

11.3%21.7%

Motorola

11Strategy Analyticsﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ（08.1.24）及び
ｶﾞｰﾄﾅｰｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ（08.3.18）より作成 H19 情報通信白書（総務省）

Samsung



２ 国内市場への依存

2-1 各国主要通信事業者の海外売上比率

日本の事業者・メーカは国内市場をメインにしており、世界での存在感は希薄

2-2 各国・地域の主要な情報通信2-1 各国主要通信事業者の海外売上比率 2-2 各国・地域の主要な情報通信
ベンダーの地域別売上比率

NTTは、2006年度（平成18年度）
米国証券取引委員会の年次報告
書で「海外顧客への売上高は全体
売上高に重大な影響を及ぼすほど
の規模ではない」としているの規模ではない」としている

自国・自地域売上 自国・自地域以外の売上

12
H19 情報通信白書（総務省）H19 情報通信白書（総務省）



３ グローバルでの競争状況

日本企業の利益率は低い日本企業の利益率は低い

利益を継続的に計上して継続的にＲ＆Ｄ及び設備投資を行うことが必要

巨額な投資を継続できない企業は撤退し、シェア上位企業への集約が進行

(×1000㎡)

3-1 決算資料よりみたコスト構造比較 3-2 液晶製造メーカーの設備投資計画
（メーカー別大型液晶パネルガラス基板投入能力）

2006年度実績（％）

営
業

販

業
利
益

売

販
売
・
管
理
費

高付加価値ブランド力

ｲﾝﾀｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ社による
「2007年TOP100ブランド」では

プ

売
上
原
価

13
（年）産業構造審議会 第19回情報経済分科会（H20.2）

㈱ジェイ・エム・アール生活総合研究所資料

高付加価値ブランド力サムスン21位、アップル33位

「情報経済・産業ﾋﾞｼﾞｮﾝ」
産業構造審議会 情報経済分科会（H17.4）

＊日立、ｿﾆｰ、松下、東芝、富士通、NEC、
三菱、ｼｬｰﾌﾟ、三洋、ﾊﾟｲｵﾆｱの10社

【参考】営業利益率：トヨタ9.3%、Nokia13.0%、ｲﾝﾃﾙ17.5%、デル5.3%



4 競争力の源泉（知的資産）

ライセンス等の技術貿易において情報通信関連は赤字

特許出願においても国内中心でグロ バル出願は低率

国
内

4-2 日米欧の出願構造

特許出願においても国内中心でグローバル出願は低率

人的資産である技術人材の需給ギャップの懸念

技術輸出（総額２兆２８３億円）

4-1 技術貿易額 （平成1７年度データ）

国

内
出
願
の
み

技術輸出（総額２兆２８３億円）
情報通信関連

（17.8%） 日本：2004年出願
（特許庁データ）

欧米：2002年優先基礎出願
（World Patents Index ﾃﾞｰﾀ）

国
外
に
も
出
願注） 技術貿易額とは、外国

との間におけるパテント

特許行政年次報告書
2006年版（特許庁）

との間におけるパテント、
ノウハウや技術指導等
の技術の提供（輸出）
又は受入れ（輸入）に係
る対価受取額（対価支
払額）のこと

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

4-3 国別情報通信関連学科卒業者数の推移

H19 情報通信白書（総務省）
技術輸入（総額７０３７億円）

◎全産業では輸出超過（ただし、
親子会社間の輸出が1兆5190
億円でその割合は74 9％）

H19 情報通信白書（総務省）

情報通信関連
（59.7%）

億円でその割合は74.9％）

◎情報通信関連では約590億円
輸入超過（輸入の59.7%、輸出
の17.8%を占める）

14
H19 
情報通信白書
（総務省） 14



世界有数のﾓﾊﾞｲﾙﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ環境が存在
ｹﾞｰﾑ・ｱﾆﾒ・漫画・ＴＶ番組などの独自ｺﾝﾃﾝﾂに潜在力

５ 我が国の潜在力

5 3 世界各地域のGDP成長率

ｹ ｰﾑ・ｱﾆﾒ・漫画・ＴＶ番組などの独自ｺﾝﾃﾝﾂに潜在力
世界の成長ｾﾝﾀｰであるアジアとの地理的・経済的な緊密さ

5-1 ﾓﾊﾞｲﾙ・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ加入数の上位10ヶ国

「digital.life ； ITU 
Internet Report 2006」
加入者ﾃﾞｰﾀは2005年

5-3 世界各地域のGDP成長率

アジアは
成長ｾﾝﾀｰ

Ｇ
Ｄ

（百万）

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

5-2 メディア・ソフト別輸出入の状況

Ｄ
Ｐ
成
長
率
（％
）

通商白書（H19.7）

15
「メディア・ソフトの制作及び流通の実態」 情報通信政策研究所 調査研究部 （H19.6）
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AnnexⅠAnnexⅠ
Enhanced IMT-2000の

標準化動向について
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3GPPにおけるE h d IMT 2000の標準化動向3GPPにおけるEnhanced IMT-2000の標準化動向

2004年12月 LTE(L T E l ti )に関する検討項目2004年12月 : LTE(Long Term Evolution)に関する検討項目
を制定

2005年 5 月 : LTEの要求条件を合意(TR25.913)2005年 5 月 : LTEの要求条件を合意(TR25.913)
2005年12 月 : 日本企業含む主要各社提案の無線変調方式を

採用することを合意

2006年 6 月 : 無線方式の要求条件に対する基本的評価を完
了。仕様化実施のための作業項目を制定

2007年 3 月 : 基本プロトコル及びアーキテクチャー仕様2007年 3 月 : 基本プロトコル及びア キテクチャ 仕様
(TS36.300)承認

2007年 9～12月：無線ネットワーク仕様承認

2008年12 月 : ネットワーク仕様(System Architecture 
Evolution)含む全仕様凍結予定
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LTEの基本コンセプト

デ タ ト 向上

LTEの基本コンセプト

データレートの向上

- 上り50Mbps以上、下り100Mbps以上(20MHz帯域)

低遅延の実現

- C-Plane：100mS以内(呼接続時)( )
- U-Plane：5mS以内(RAN内片道)

IPを利用したサ ビス提供の向上IPを利用したサービス提供の向上

- VoIPのQoS向上

周波数利用の拡張性

- 使用周波数帯域幅のスケーラビリティ(1.4～20 MHz）

18
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LTEの特徴LTEの特徴

高効率無線アクセス高効率無線アクセス

- OFDM(下り) :  高マルチパス干渉耐性、MIMO等高速化技術との高

親和性、使用周波数帯域幅のスケーラビリティ

- SC-FDMA(上り)：ピーク対平均電力の低減、ユーザ間の符号直行化の
確保

- 周波数スケジューリング：周波数領域における好状態ユーザに着目周波数スケジュ リング：周波数領域における好状態ユ ザに着目

- Single/Multi-User MIMO、AMC(適応可変変調・符号化)、H-ARQ

低遅延の実現
- ネットワーク構成の簡素化：無線アクセスノードは1ノードで実現

- プロトコル アーキテクチャーの簡素化：

パケット交換対象のシステムパケット交換対象のシステム

共用チャネルを最大限に活用したチャネル構成の単純化

状態遷移の簡易化

19
シグナリングの最適化



3GPP2におけるE h d IMT 2000の標準化動向3GPP2におけるEnhanced IMT-2000の標準化動向

年 月 検討に向けたSC2005年12月 : Long Term Technologies検討に向けたSC ATE 
(Advanced Technology Evolution )Ad-Hocを設
置

2007年 1月 : Future cdma2000 system releasesをUMB 
(Ultra Mobile Broadband)と呼ぶことを決定

2007年 4月 : UMB (Ultra Mobile Broadband) 無線インタ2007年 4月 : UMB (Ultra Mobile Broadband) 無線インタ
フェース仕様 (Revision 0, Version1.0) (FDD 
Modeのみ) が完成

2007年 9月 : UMB無線インタフェース仕様(Revision 0, 
Version 2.0 )が完成。TDD追加の検討開始

2007年12月 : CAN (Converged Access Network) 仕様2007年12月 : CAN (Converged Access Network) 仕様
(Revision0)が完成

2008年 6月 : UMB-1 Release （System Release Guide for 
th UMB 1 R l f th d 2000 S t

20
the UMB-1 Release of the cdma2000 System 
Specifications)リリース予定



UMBの基本コンセプトUMBの基本コンセプト

データレートの向上
- ピークレート 上り75Mbps、下り288Mbps（※）

び 送速

低遅延の実現
- 平均Over the Air (OTA) 往復遅延：14.3ms

（※） 20MHz幅及び4×4MIMOを利用した場合の最大伝送速度

( )

VoIPユーザ収容量の増加
1セクタ内で約1400までのVoIPユーザ収容（20MHz帯域 移- 1セクタ内で約1400までのVoIPユーザ収容（20MHz帯域、移
動環境下）

周波数利 柔軟性周波数利用の柔軟性
- 使用周波数帯域幅のスケーラビリティ（1.25～20MHz ）

21



UMBの特徴UMBの特徴
IPベースのフラットでシンプルなネットワークアーキテクチャ

OFDMA、MIMO、SDMA(Space Division Multiple Access)及び
beamformingの採用

フルモビリティフルモビリティ
- シームレスなハンドオフによる強力なモビリティのサポート

高度なＩPベースの無線アクセスネットワーク

マルチキャスト
- リッチなマルチメディア コンテンツの高速マルチキャストをサポート

フレキシビリティフレキシビリティ
1.25MHzから20MHzまで(153.6kHz単位)の柔軟な周波数帯域幅

相互接続性
UMB無線アクセスネットワ ク d 2000 1X 1 EV DOを含むレ- UMB無線アクセスネットワーク：cdma2000 1X、1xEV-DOを含むレ
ガシーなネットワークとの相互運用

22
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AnnexⅡAnnexⅡ
IMT-Advancedの標準化動向について
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ARIB高度無線通信研究委員会における動向ARIB高度無線通信研究委員会における動向

サ キ ラ対応検討グル プの提案により 以下の組織の設置につサーキュラ対応検討グループの提案により、以下の組織の設置につ
いて、2008年4月中旬に開催されるIMT-Advanced部会で審議され
る予定定

無線インタフェース提案検討会

- 検討会は、提案検討に当たっての基本方針の検討から具体的な提案の
案作成ま 実施案作成まで実施

- 作成される提案は該当する国のプロセス(総務省情報通信審議会)に諮
り、ITU-Rへ入力することを想定

評価グループ

- IMT-Advanced無線インタフェース技術提案をITU-Rで定めたプロセ
び 主旨ス及びその主旨に則り評価

- 評価活動としては、自己提案の評価、自己提案の他者評価のエンドー
スメント、他者提案の評価等が考えられるが、詳細は提案検討会で

24

スメント、他者提案の評価等が考えられるが、詳細は提案検討会で
検討



3GPPにおける標準化動向3GPPにおける標準化動向

2007年 8月：3GPPのScopeをbeyond 3Gへ拡張することを合意年 月 の p を y 拡張する とを合意

2007年11月：IMT-Advanced Workshop開催

ITU-Rの検討状況紹介、当面のスケジュールを合意

2008年 3月：検討項目“Further Advancements for E-UTRA     
(LTE-Advanced)”を承認

2008年 4月：技術的事項に関するWorkshop開催2008年 4月：技術的事項に関するWorkshop開催

各社の基本的考え、要求条件が入力され議論

今後の予定

2008年 5月：3GPPにおける要求条件作成

2008年 9月：システムコンセプト等の基本的事項を早期提案と

今後の予定

2008年 9月：システムコンセプト等の基本的事項を早期提案と
して作成、ITUへ入力

2009年 5月：完結した提案を作成、ITUへ入力
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2009年 9月：最終提案と自己評価を作成、 ITUへ入力



3GPP2におけるIMT Ad dの標準化動向3GPP2におけるIMT-Advancedの標準化動向

2007年 7月 N t G ti T h l i AdH (NTAH)を設置2007年 7月： Next-Generation Technologies AdHoc (NTAH)を設置。
ITU-RにおけるIMT-Advancedの課題を検討

2007年 9月：3GPP2のScopeをbeyond 3Gへ拡張することを合意月 p y 拡張す

2007年 12月：IMT-Advanced Technical Requirements Documentを完
成、同時にIMT-Advanced Evaluation Documentの検討
開始開始

2008年 1-2月：IMT-Advanced strategiesについて議論

今後の予定

2008年 5 月：Special Workshop on 3GPP2 Future Directions and 
IMT-Advanced 開催

今後の予定
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IMT Advanced 開催


